






























要旨

　世界主要各国の成長ホルモン治療状況を、アンケート方式によって調査した。成長ホル

モン分泌不全性低身長症の治療開始基準は、身長－2SD 未満で 2 種類の成長ホルモン分泌

刺激試験で 10ng/ml未満という国が多かった。オーストラリアは身長を治療中止基準にし

ているが、男性 169cm、女性 156cm と成人身長の約－1.5SD であった。また治療量も、す

べての国で 0.51 lU/kg/週より 0.7 1U/kg 週まで(国によっては 1.0 lU/kg/週まで)治療の

幅を認められている。Turner 症候群の治療開始基準は、成長ホルモン分泌不全の縛りが

ついているものはどこもなく、治療量も 0.7～1.O lU/kg/週と高用量が認められているの

は、Turner 症候群の治療が補充療法ではなく、薬理療法であるという共通認識によるも

のである。治療費は、日本の約 3 分の 1～2 であり、これは単位あたりの薬価の差による

もので、今後薬価を下げるように検討してほしい。


